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一人乗り用ぶらんこの認定基準及び基準確認方法 

 

1.基準の目的 

この基準は、一人乗り用ぶらんこの安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項を定

め、一般消費者の生命又は身体に対する被害の発生の防止を図ることを目的とする。 

 

2.適用範囲 

この基準は、一般家庭で乳幼児が使用するフレーム枠で構成された一人乗り用組立可搬式のぶらんこ

(以下、「一人乗り用ぶらんこ」という。) について適用する。ただし、平板、かご等で座席を構成し、

ロープで天井等からつるして使用するものは除く。 

なお、ここでいう乳幼児とは、標準として７月以上２４月未満までをいう。 

 

3.形式分類 

 一人乗り用ぶらんこの形式は、次のとおりとする。 

Ⅰ形：座席を取り外し、いすとして使用できるもの 

Ⅱ形：座席を取り外し、ロッキングチェアとして使用できるもの 

Ⅲ形：座席を取り外し、いす及びロッキングチェアとして使用できるもの 

Ⅳ形：座席を取り外し、いす又はロッキングチェアとして使用できないもの 

 

4.安全性品質 

一人乗り用ぶらんこの安全性品質は、次のとおりとする｡ 

項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

１．構造、外観

及び寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.一人乗り用ぶらんこの構造、外観

及び寸法は、次のとおりとする。 

 

(1) 組立ては簡単で、正常な方法

によって組立てたぶらんこ各部

には、ゆるみ、がた、変形等が

ないこと。 

(2) 外部に現れるボルト、ナット

等の先端は、著しく突出してい

ないこと。 

(3) 使用時に人体が触れる部分に

は、傷害を与えるような先鋭

部、ばり等がないこと。 

(4) 木製、金属製、硬質プラスチ

ック等で構成された座席には、

○ミリメ-トル以上○ミリメート
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項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．安定性 

 

３．強度 

 

４．転倒性 

 

５．耐久性 

 

６．材料 

 

７．付属品 

ル未満のすき間がないこと。た

だし、座面及び背もたれと背わ

くとのすき間は、○ミリメート

ル未満であること。 

(5) つり棒は、支柱に確実に取付

けられておリ、回転部分には、

手をはさむようなすき間がない

こと。 

(6) 容易に可動する部分を除き、

手足の届く範囲に○ミリメート

ル以上○ミリメートル未満のす

き間がないこと。 

(7) 座席に保護枠（テーブル等を

いう。）を有するものにあって

は、保護枠上面が平滑で飾玉等

の小物体が取り付けられていな

いこと。 

(8) つり棒とフレーム枠との間隔

は、○ミリメートル以上である

こと。また、手すり内側とフレ

ームとの間隔は、○ミリメート

ル以上であること。 

 

（以下は、詳細技術情報を入手し

てご確認ください） 
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4．表示及び取扱説明書 

 一人乗り用ぶらんこの表示及び取扱説明書は次のとおりとする。 

項 目 認 定 基 準 基準確認方法 

1.表示  

 

 

 

 

 

 

 

 

2．取扱説明書 

 

1. 一人乗り用ぶらんこ本体には、容

易に消えない方法で次の事項を表示

すること。 

(1) 申請者（製造業者、販売業者

等）の名称又はその略号 

 

(2) 製造年月日若しくは輸入年月又

はその略号 

 

2. 製品には、次に示す主旨の取扱い

上の注意事項を明示した取扱説明書

を添付すること。ただし、その製品

に該当しない注意事項については明

示しなくてもよい。 

なお、一般消費者が容易に理解で

きるよう図で明示するのが望まし

い。 

 

（以下は、詳細技術情報を入手して

ご確認ください） 

１． 目視及び触感により確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．専門用語等が使用されず、一般消費者

が容易に理解できるものであるかを確認

すること。  

 


